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Abstract
In this paper, we overview of the teaching methods and the way in Care-Work process focuses 
on the care process among the care worker training education.　Revision that repeatedly changes 
to ones universal ones while the revealed.
On the other hand, and inter-subject cooperation between subjects and care process that has been 
added by the curriculum revision, actually practice to care-work practice the care-work process, 
care-work practice and for inter-subject cooperation with related deep care comprehensive exercises 
further future it has become a future task to carry out research and ideas.
Key words

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































育 内 容 の 例」http://www.mhlw.go.jp/bunya/ 
seikatsuhogo/dl/shakai-kaigo-yousei０３.pdf 
（２０１４年１０月閲覧）
佐藤真，中澤秀一（２００９）「介護過程における論理
的な思考スキルの育成を目指した教材開発―ロジ
93
「介護過程」の教育方法に関する課題―科目間連携の重要性と今後の課題―
カルシンキングに基づくワークシートの活用―」
『兵庫教育大学研究紀要　第３５巻』１５２３頁
佐分行子，石原多佳子，宮田延子（２０００）「施設に
おける介護福祉実習の教育的課題についての一考
察―受け持ちケースの介護過程の展開を通して―」
『介護福祉学　第７巻第１号』１０９１１６頁
澤田信子（２００２）「第１０章介護福祉の今後の課題」
『介護福祉学』２３４２４７頁
柴原君江（２００６）「生活機能向上の目標に視点をお
いた介護過程教育の試論」『田園調布学園大学紀
要　第１号』１１５頁
杉山せつ子（２０１４）「介護過程の展開における「情
報の関連図」の教育的効果に関する研究―全体像
の把握に焦点を当てて―」『聖隷クリストファー
大学社会福祉学部紀要　No.１２』１１２８頁
杉山せつ子（２０１３）「介護福祉の概念に関する研究
―介護過程に焦点をあてて―」『聖隷クリストファー
大学社会福祉学部紀要　No.１１』６５７７頁
高橋謙一（２００９）「「質の高い介護」と「質の高い介
護福祉士」に関する一考察―介護福祉士法および
カリキュラム改正からの検証―」『日本赤十字秋
田短期大学紀要　第１４号』７３７８頁
高橋美岐子（１９９７）「ペーパーシミュレーションを
中心とした介護過程の授業展開とその評価」『介
護福祉学　第４巻』７７８８頁
田家英二（２０１０）「介護福祉士養成教育の改革と今
後の課題―介護実習を焦点に―」『鶴見大学紀要　
第４７号』３９４４頁
堤雅恵（２０００）「ケース担当実習における介護過程
の展開の分析と実習指導上の課題」『介護福祉学　
第７巻』３６４３頁
中蔦洋（２００６）「介護福祉士資格の創設・改革過程
に関する一検討―雑誌『月間福祉』（１９６０～２００５
年）を中心とする関係資料の分析―」『介護福祉
学　第１３号第２号』１１９１３５頁
藤井敬美，井関智美，三上ゆみ，藤村恵子，山岡喜
美子（２０００）「実習における介護計画記録と毎日
の計画実践記録の様式と記載方法の試案」『新見
公立短期大学紀要　第２１巻』１１９１２８頁
藤本末美，増田いづみ，川口智久（２００７）「社会（介
護）福祉教授法の検討―グループ学習をとおして
―」『田園調布学園大学紀要　第２号』１５２８頁
柊崎京子（２００９）「介護過程シートの変遷：１９９０２００８
年―介護過程の導入から、思考過程を導き・実践
方法を根拠付けるアセスメントシートの検討まで
―」『共栄学園短期大学研究紀要　第２５号』３７６６
頁
柊崎京子（２０１０）「介護過程のアセスメントシート
の作成―アセスメント段階における理解を高める
ための２つのアセスメントシート―」『共栄学園
短期大学研究紀要　第２６号』１２７頁
松本しのぶ，奥田眞紀子（２０１０）「介護福祉士養成
教育における社会人基礎力の育成―介護福祉士
養成課程と社会人基礎力教育プログラムの比較検
討―」『佐保奈良短期大学紀要　第１７巻』１１２３頁
森口靖子，杉本清恵，藤井敬美，三上ゆみ（１９９９）
「介護課程習得状況及びその教育方法―２年間の
介護実習終了時のアンケート調査から―」『新見
公立短期大学紀要　第２０巻』１０５１１５頁
森和子（２００９）「介護過程の教育方法―モデルを活
用した授業展開」『高田短期大学紀要　第２７号』
４９５８頁
由田美津子，道下千春（２００７）「介護技術講習会に
おける介護過程教育方法の試み―ICF モデルの活
用と事例記載シートの考案―」『北陸学院短期大
学紀要　第３９号』１９９２０８頁
横尾成美，橋本美香（２００９）「介護実習２段階，３　 
段階における介護過程理解度―ペーパーシミュレー
ションを用いた介護過程の授業を通して―」『山
形短期大学紀要　第４１集』１９５２１０頁
横尾成美（２０１３）「介護過程におけるアセスメント
力向上を目指した教育の方法に関する考察―教育
目標の分類体系（タキソノミー）と介護過程の展
開―」『東北文教大学・東北文教大学短期大学部
紀要　第３号』７３８８頁
横山さつき（２００８）「介護実習における学生の不安
に関する因子分析的研究」『中部学院大学・中部
学院短期大学部研究紀要　第９号』１２５１３３頁
横山孝子（２００７）「生活支援専門職としての介護福
祉士養成カリキュラムの検証」『社会関係研究　
第１２巻　第１号』２５５６頁
和田幸子（２００９）「新カリキュラムにおける介護過
程の教育」『大阪城南女子短期大学紀要　第４３号』
１１１１２４頁
94
浦秀美
